
☆磐田市共通評価項目

重点 目標・取組 評価指標（市：目標値）
自己
評価

学校関係者
H29前期評価
４の％

H29前期評価
｢4＋3｣の％

H28後期評価
｢4＋3｣の％

H28前期評価
｢4＋3｣の％

考察・改善策 学校関係者評価委員から

〇 教師 ４５．５ １００ ９５．７ １００

〇 児童 ６２．５ ９３．４ ９４．１ ９３．３

〇 保護者 ４２．０ ９０．５ ９０．６ ９２．２

〇 教師 ２７．３ １００ １００ ９５．２

児童

▲ 保護者 ２１．６ ８６．９ ８２．９ ８３．４

〇 教師 ５０．５ １００ １００ ９５．２

児童 ６９．８ ９４．５ ９６．１ ９５．５

〇 保護者 ３９．３ ９２．７ ９１．１ ８９．０

〇 教師 ４５．５ １００ １００ １００

〇 児童 ６１．２ ９１．０ ８７．６ ９０．３

〇 保護者 ５５．８ ９６．７ ９５．９ ９４．４

教師 ０ ９０．５ ８７．０ ７６．２

〇 児童 ５６．１ ９２．６ ９０．２ ９１．０

保護者 ２６．７ ８５．５ ８４．８ ８５．６

教師 １３．６ １００ １００ ９５．２

〇 児童 ５３．１ ８８．９ ８２．６ ８３．３

〇 保護者 ３５．３ ９２．７ ９２．０ ９１．１

教師

〇 児童 ７２．２ ９０．７ ８６．９ ８８．７

保護者

教師

〇 児童 ７５．２ ９４．３ ９５．０ ９４．６

保護者

▲ 教師 ２７．３ ８１．８ ９５．７ ９０．５

児童 ５４．７ ９０．２ ９１．９ ９３．０

保護者 ３５．２ ９１．９ ９２．３ ９１．５

▲ 教師 ９．１ ６８．２ ７８．３ ８１．０

児童 ５２．４ ９０．９ ９０．６ ９２．６

〇 保護者 ３５．６ ８８．２ ９１．３ ８８．８

教師 １９．１ ９０．５ ９５．７ １００

〇 児童 ６６．７ ９０．１ ８５．８ ８７．２

保護者

〇 教師 ６３．６ １００

〇 児童 ６９．３ ９１．３ ８８．５ ８９．６

保護者 ３４．４ ９０．７ ９０．６ ９１．０

〇 教師 ２２．７ ９０．９ ８２．６ ８１．０

〇 児童 ６１．１ ８８．７ ８８．０ ８７．６

保護者

地
域

評価項目13　児童の評価が目標（７８％）と比べて１０％以上高い。教師も９
０％を超えた。地域についての学習を総合的な学習「ようこそ先輩」「歴史探
検」等を中心に行ってきた。このような学習を支えていただいているPTAや地
域の方の御協力も大きいと考える。

・しっかり聴いて考え、高め
合おう

・学習の習慣を身に付けよう

３、４先生と子供の関係を厳してくしてはどうか。スポー
ツも授業も同じである。

４子供の評価が良く、楽しく学校生活を送っていることが
分かる。

４、１３地域にも学校にも満足している。今後は地域と職
員の関係をどうしていけばよいかが課題である。

４、１０地道で時間のかかる指導が大切である。自分の
命を大切にする教育をしてほしい。

５、６指導の充実、授業改善の視点だと思う。教師の「４
の％」が低いのは自分自身の指導を厳しく見つめ、高い
目標をもっているからだと思うが、授業研究の中で改善
されたことや納得できた授業があったかを考えたい。

５、１０教師の評価が低いことをどう感じているのか、教
師の意識を知りたい。

５、６、１０教師が目標をもって厳しくとらえている。向上
心をもって取り組んでほしい。

５、６、１１の教師の「４の％」が低いのはプラスの評価と
して考えてもよいのではないか。

８「相談できる友達や先生がいる」は、ぜひ１００％を目
指したい項目である。

１０朝の集団登校では、挨拶ができるようになってきた
り、出発がスムーズになってきてたりしている。

１０思いやりの心では何を基準にして評価しているの
か。道徳で教える善悪と実際の行動とできるだけ一致さ
せたい。

１０優しい言葉遣いでは、優しい言葉を子供にどう教え
ているのか、どう保護者に伝えているのか知りたい。

１０子供たちの思いやりの心について児童と教師の差
が大きい。改善策にあるように、子供たちに様々な場面
で指導していってほしい。弱い者、できない友達に対し
ていじめ、無視などがないように指導してほしい。

１３子供が地域で遊んでいる姿を見かけなくなった。学
校が地域と関わるものを作っていけるようにしたい。

１３教師の４の評価が３０パーセント未満なのが残念。

１３挨拶ができる子供が増えている。うれしいことであ
る。

その他
・４のみの％を出したことが良かった。「４の％」と「４＋３
の％」の違いの価値をとらえることが大切である。
・思い出をどんどん作る小学校生活にしてほしい。あい
さつと長所を伸ばしていくことが小学校では大切であ
る。
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☆１３
子供たちは、地域の人たちと、学校や地域で関わっ
ている。（教師）
今住んでいる地域の歴史や自然について関心があ
る。(児童：７８％）

　　　　学校と地域の連携

・自分の体をきたえよう

・自分の体を大切にしよう

☆９
学級（学校）はルールを守り、協力する雰囲気がある（教
師、保護者）
学級（学校）には、互いにルールを守り、協力する雰囲気
がある（児童：８５％）

評価項目５　児童が９２．６％と目標値（９１％）を超えることができた。教師と保
護者の「４の％」評価が低いのは、確実に理解するところまではいっていないと
評価が厳しいためであろう。「子供が分かった・できた授業」になるよう今後も
研修に取り組んでいきたい。

評価項目６　目標値（７７％）と比べると児童評価が高く、H２８に比べて５％以
上上がっている。ただ教師が「４の評価」１３．６％と低い。今後は授業で主体
的、対話的で深い学びになるような授業を意識して研修を進め、自信をもって
工夫した授業をしていると答えることができるようにしていきたい。

評価項目７　目標値（８８％）を超えることができた。これからの国際社会に向
けて今後も外国語の学習や活動に力を入れていきたい。また、中学校の英語
担当の教員とも連携を図り、小中でつながる指導をしていきたい。

評価項目８　目標値を超えることが出来ている。また「４の評価」も７５％と高
い。今後も子供たち一人一人に目を向け、子供同士で協力し合うことのできる
学校・学級にしていきたい。

評価項目９　児童の目標値（８５％）は達成できたが、H２８に比べて下がってき
ている。教師の評価も下がっている。名札や帽子、時間等についてのルールを
守れていない子供が見られる。教師が子供たちとルールの内容と必要性を共
有しながら指導していく。

評価項目10　子供は９０％以上が自分で優しい言葉を使うことができると答え
ている。教師の６８％とは、ずれが大きい。教師の思いを子供に具体的に伝え
るとともに、道徳や学級活動などの授業の中で「思いやりの心」について考え
ていくことの必要性を感じた。

評価項目11　H２８前期に比べて、子供たちの評価が約３％向上している。体
育の授業で目標を設定したり、北部っ子アンケートで自己評価をしたりすること
で、児童が意識して取り組むことができたと考えられる。教師の「４の％」が低
いので、教師が自信をもって指導をしていくことを進めていきたい。

評価項目12　学府で統一して取り組んでいることもあり、子供も９０％を超える
ことがでた。学校保健委員会でも取り上げることができた。今後も家庭と協力し
て歯磨き指導に粘り強く取り組んでいく。

☆３
児童理解を深めるために、子供や保護者の話をよく聞いて指導に
あたっている（教師）
先生は自分たちの話をよく聞いてくれる（児童）
教師は子供のことを理解して指導にあたっている（保護者：９２％）

☆５
子供たちは学習内容をおおむね理解している。（教師８
５％、保護者）
授業の内容がよく分かる（児童：９１％）
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☆７
外国語活動の授業が楽しい（児童：８８％）

☆４
子供は学校生活を楽しんでいる（教師、保護者）
学校が楽しい（児童：９０％）

１０
子供は思いやりの心が育っている（教師、保護者）
友達にやさしい言葉をつかうことができる（児童）

１２
子供の安全に気を付けて授業や点検をしている（教師）
朝、給食後、寝る前に歯磨きをしている(児童）
健康や安全の意識が高まっている（保護者）
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☆２
学校で目指そうとする子どもの姿や教育内容を積極的に
保護者に知らせている（教師）
学校で目指そうとしている子どもの姿や教育方針につい
て知っている（保護者：８９％）

・進んであいさつをしよう
　返そう

・気持ちのよい生活をしよう

☆８
学校で困ったときに相談できる友達や先生がいる(児童：
９０％)

１１
体力や運動能力を向上させる指導の充実を図っている
（教師）
体力を伸ばすため、めあてをもって取り組んでいる（児
童）

◎１（学校教育目標）
学習や行事に一生懸命に取り組んでいる。
（夢をもちきらきら輝く子）（児童）
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「夢をもち　きらきら輝く子｣
を育む学校を目指す。

評価項目１　昨年度から学校教育目標を新しくしたため取り入れた項目であ
る。子供の評価も高く、学習も運動会などの行事にも意欲的に取り組んだた
め、９０パーセントを超えることができている。

評価項目２　保護者の評価を▲としたのは目標の８９％には届かなかったため
である。ただ、H２８と比較して数値が向上しており、子供の姿や学校方針が伝
わってきている。今後も学年だよりやホームページで子どもの目指す姿を説明
することを継続していく。

評価項目３　保護者の評価が目標の９２％を超えることができた。H２８と比較
しても数値が向上している。子どもの「４の％」も70％近くある。今後も子供や
保護者の話をよく聞きながら指導していきたい。

評価項目４　児童で目標値を超えることができた。H２８と比較しても上がってき
ている。保護者の評価もH28前期から２％向上してきている。今後もさらに子供
が楽しいと思えるように、授業づくりや学級経営に力を入れていきたい。

☆６
子供によく分かるように工夫して授業している。（教師、
保護者）
進んで先生に聞いたり自分で調べたりして学習している
（児童：７７％）


